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一九五二年に出された 『エデンの東』East

ofEdenに ついての評価は必ずしも定っていな

い ようである。 『怒 りの葡萄』に匹敵する分量

の大作であり、その点ではスタインベックの代

表作の一つに挙げられなが らも、芸術性の完成

度 という点でかなり疑いを抱 く者が多い、とい

うことがその最大の理由のようである。

この小論は、色々な点で 『怒りの葡萄』 と比

較検討されるこの 『エデンの東』そのものにつ

いて最初に主題 と構成の両面から考察を進め、

次いでその主題がスタインベックの文学と本質

的にどのように結びついているのかを見ること

を目的としたい。

『怒りの葡萄』を頂点とする一九三十年代後

半から四十年代初頭にかけての諸作品に見られ

た社会主義的興味ないし同情が、スタインベッ

クの信念や主義から必然的に出たものでな く、

時代的風潮に影響されたものである、という考

えは既に述べた。(注1)そ して彼の本質が最初

の作品 『金の盃』から一貫して見られる個人主

義に立脚した求道者的な姿勢の中にある、と考

えていることも前に述べた通 りである。

この求道者 としてのスタインベ ックの姿は、

『エデンの東』に於て、もっとも明確に、集約

〔注〕 本研 究は、1章 と皿章を柿沼が 中心にな り、

皿章 とIV章 を花本 が中心にな って纒めた。 文体

的 な推敲 に当 っては、全編を通 して花本 が 中心

に行 った。

的に読み取れると思う。彼が 『天の牧場』や、

『トーティラ ・フラッ ト』や、とりわけ 『知 ら

れざる神に』などで見極めた個の人間に対する

価値は、 『エデンの東』で再び総合的に再吟味

され る。

この再吟味は、作品の題名からも容易に判断

され るように、旧約聖書の物語を枠にして行わ

れる。その枠が創生記中のカインとアベルの物

語であるのは、今更いうまでもない。

私 が思 うに は 、我 々が 世 の 中 とい うも の を考

え る時 、言}る ことが 一 つ あ っ て、しか も一 つ

しか な い の で は な い か 。そ し て これ が 、い つ も

我 々を脅 か し、 同時 に よい刺 激 に もな って ぎ

てい るの で あ って 、我 々 は 、絶}ず 思 索 し懐 疑

しな が ら、真 珠 の よ う な 、薄 明 の世 界 に生 きて

い る のだ 。 つ ま り、人 間 は 、善 と悪 との 網 の 目

に 捕 え られ て い るの だ一 実生 活 に 於 て も、 頭

の 中 で も、飢 餓 や、野 心 や 、貪 欲 、残 酷 、そ う し

た 面 に 於 て ば か りで は な く、親 切 を つ くし寛

容 を 示 す 場 合 に 於 て す らそ う な のだ 。 これ が

私 た ち の言 え るた った 一 つ の ことで 、感 情 の

ニ ュア ンスが 違 い 、知 性 の程 度 が様 々 で あ っ

て も 、 ひ と し く このYLと は行 わ れ て い るの だ

と私 は 思 う。善 と悪 とい う こ とが 、 私 た ち が

初 め て 意 識 に 目 ざめ た 時 、 私 た ち の 世 界 を織

りな して い た 、 縦 横 の 糸 な の で あ り、同時 に 、

私 た ちが 最 後 の 息 を ひ き とる時 、そ の意 識 を
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形 成 して い る も の も これ なの だ 。 野 原 や 河 や

山が 、よ し、変 る こ とが あろ う と も 、経 済 や 風

習1がい か よ うに 変 革 し よ う と も、 この ことに

違 い は な い 。 これ 以 外 、世 の 中2つ い てい え

る こ とは な い の だ。 人 聞 は 、一 生 の 間 の塵 や

埃 を払 い落 した後 に は 、た だ一 つ 、単 純 な 難 問

が 残 るだけ で あ ろ う。 「自分 の 一 生 は 善 い生

涯 で あ った か 、 悪 い生 涯 で あ った か?自 分 の

や った 事 は 、善 い事 だ った のか 一 そ れ とも悪

い 事 だ った のか?」(注2)

とスタインベ ックはこの作品の第四部で述べて

㍉・るが、この「善 と悪につ1て の物語」 こそは、

『再デンの東』のテーマであろう。善 と悪の諸

相を、旧約聖書の物語を枠にして描 くことに よ

り、人間という存在のすべてを明らかに しよう

としたものであろう。

では、その善や悪が、登場人物の上でどのよ

うに現われているであろうか。またスタインベ

ックは、善 と悪を出すことによって、一体何を

言い、訴}よ うとしているのか。そ して彼がそ

こに見出した人間の存在 とはどんなものであっ

たのか。

II

しかしこうした様々な本質的な問題を考える

前に、先ず この作品の構成につ訴て見ておくこ

とが順序であろう。この作品にはr怒 りの葡萄n

の場合以上に多数の人物が登場するが、 『怒り

の葡萄』 と違 って、い くつかの家族が最初は一

見まったく無 関係の状態で投入されて話が進行

する。 しかしこうした幾つかの家族に属す る多

数の人間が織 りなす人間関係の中に主題が存在

するとすれば、この複雑な人間模様を一応見て

お くことが必要であろう。

この作品は全部で五十五章から成 り立ち、そ

れは四部に分けられている。各々の章のほとん

どは更 に い くつ か の 節 に細 分 され て い る。章 の

い くつ か は 、 『怒 りの葡 萄 』 で効 果 を 収 め た カ

メ ラ ・ア イ と同Lよ うに 、 この作 品 の話 が 進行

す る時 代 的背 景 や 、 環 境 を写 し出す(し か し こ

の 作 品 の物 語 は 、 別 に特 定 の時 代 や 環 境 の 当然

の結 果 と して 起 る よ うな物 語 で は な い 。二 十 世

紀 の 、特 に第 二 次 世 界 大 戦 が 行 わ れ て い る頃

の 、 サ リナ ス 溪 谷 に 於 け る或 る物 語 で あ るの を

読 者 は 理 解 す る。 しか し、 この よう な時 代 や 環

境 とい う特 殊 性 は この 作 品 の本 質 とは 何 の 関係

もな い 。 い わ ば 、 この物 語 の背 景 は 、 い つ の 時

代 の 何 処 に で も通 用 す る。従 って カ メ ラ ・ア イ

が 、 物 語 に ぬ き さ しな らな い現 実 性 や 深 さを 附

与 す る、と1う 本 来 の働 き を しな い ば か りか 、却

って 物 語 の 流 れ を 阻 害 す る く らい の役 しか果 し

て い な い 。 『怒 りの 葡萄 』 に は 厂時 代 性」 が あ

った か ら こそ カ メ ラ ・ア イが大 きな 役 割 を 演 じ

得 た の だ が 、 『エ デ ンの東 』 の場 合 に は 、 そ の

カメ ラ ・ア イ と コ ン トラス トを なす べ き時 代 性

が ま った くな い の で あ る)。 さ て五 十 五 章 の ほ

とん どは 前 述 の よ うに更 に い くつ か の節 に分 け 、

られ て い るが 、 そ れ は この よ うY多 数 の人 物 の

行 動 や 思 考 を 同 時 的 に 描 い て い く必 要 の あ る作

品 で は 、か な りの 効 果 を 挙 げ て い る。 しか し、

ま さに この 事 実 が 、作 品全 体 とし て の 訴 え る力

を 弱 め て い るの だ が 、 これ は後 で ス タ イ ンペ ッ

クの本 質 を 短 篇 作 家 と規 定 し よ う とす る処 で 述

べ る通 りで あ る。

上 述 の よ うに 多 数 の 人物 が登 場 す る が 、主 要

な 人 物 は 、九 人 の 子 供 の父 親 で あ り この物 語 の

筆 者 の 祖 父 で あ る サ ミエ ル ・ハ ミル トン(Sa-

muelHamilton)と 、 トラス ク(Trask)家 の

アダ ム(Adam)と そ の異 母 弟 の チ ャー ル ズ

(Charles)、 ア ダ ムの 妻 キ ャシ ー(Cathy)、

ア ダ ム と キ ャシ ーの 間 に 出来 た 双 子 キ ャ レ ブ

(Caleb)と ア ロ ン(Aron)、 及 び ア ダ ム の 召
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使いで中国人のリー(Lee)、 ということになろ

う。これ らの人物の係累や背景が適当に絡み合

わされた形で、この物語は進行するのである。

スタインペ ックは先ず、この物語の多くの事

件が起るサリナス渓谷を描き出す。そしてアイ

ルランドから移民して来たハ ミル トンー家を深

い愛情を持って紹介していく。この一家がスタ

インベック自身の先祖であるのは、いうまでも

ない。そして彼は、第二章では早 くもこの物語

の主人公の一人であるアダムを読者に紹介する

のである。彼がどのようにして、生れ故郷のコ

ネチカ ット州からサ リナスに移 り住むようにな

ったかについては、三章以下七章に至って述べ

られる。アダムの父サイラス(Cyrus)は 、南

北戦争に一兵卒として参戦するが間もなく右脚

を膝から切断すると1う 負傷で退 く。その彼が

戦争史を読み、戦争に関するすべての資料、報

告を集め、架空のものを作 り上げることにより、

あたかも実戦の経験を持っているかのような言

動をする。やがて他の人たちは彼を戦争の権威

者 として信じるようになり、同時に自分でもそ

のような錯覚を持つ ようになる。遂に死ぬまで

彼は実戦の経験豊かな英雄 として、ワシン トン

の陸軍省で責任のある地位にある。 このように

人をあざむ く悪人としての一面があるが、すべ

てのことを軍隊式原理に基いて運営す るのであ

る0こ の彼にはアダムの外にもう一人の男の子

供チャールズがいた。彼は父親に似て善以上に

悪を、従って弱さ以上に強さを持った男であっ

て、より多く善良さを、すなわち弱さを持った

アダムとは違 っていた。すべての点でアダムよ

り敏捷で、頭脳も体力もすぐれているチャール

ズは、アダムに対してたよりないものをかばう

ような愛情をかけるがそれは次第に 軽 蔑 に 変

わる。このような性格の違いのために二人は何

度 となく喧嘩を繰り返すが、しかしそれは永遠

の 憎 しみ に 変 る億 どに は 強 くな い 。 ア ダ ム の 弱

さ を補 強 し よ う と した 父 サ イ ラス は 、 彼 だ け を

軍 隊 に 入 れ るが 、 あ る意 味 で人 間 的 な 弱 さが軍

隊 の 全 体 主 義 に よ って 矯 正 され た とは い い が た

い。 逆 に 、暴 力 に 対 す る撤 底 的 な 嫌 悪 と反 抗 を

抱 くよ うに な り、個 人 主 義 的 に な って い く。

父 サ イラ スは や が て莫 大 な 遺 産 を残 して 死 ん

で い く。 チ ャール ズは そ の 金 で益 々農 場 を買 い

足 し 、黙 々 と耕 作 に精 を 出す 。一 方 、ア ダ ムは 怠

惰 な生 活 を送 り、 チ ャール ズ と喧 嘩 し ては 旅 を

して 歩 き、 し き りに カ リフ ォル ニ アへ 移 住 した

が る。 ち ょう どそ う した 処 に 、運 命 の 女 性 キ ャ

シ ー が女 郎 屋 の経 営 者 エ ドワ ー ズ(Edwards)に

大怪 我 を させ られ 、助 け を求 め て這 っ て来 る の

で あ る。 彼 女 は 第 八 章 で初 め て紹 介 され る。 彼

等 の 家 に辿 り着 いた 時 の彼 女 は 、既 に 自分 の両

親 を 放火 に よ って殺 し、父 親 の 金 を 奪 い 、ボ ス ト

ンに 出 て 、エ ドワ ー ズの 愛 を 利 用 し尽 し てい る。

一生を通じて彼女を駆 り立て彼女を引きず

り廻したいろいろな性向は(あ るいは性向の

欠如は)生 れながらにして持っていたものに

違いないと、私は信じて疑わぬ。きっとどこ

かの平衡輪の目方が狂っていた り、どこかの

歯車の割合が違っていた りしたのだ。彼女は

他の人たちと違っていた。生れた時からそう

だった。(注3)

と述ぺ られ、「精神的怪物」(MentalMonster)

と銘打たれて登場す る彼女は、アダムの優 しい

介抱を受けた時 も、彼の大きく深い愛情に包ま

れた時 も、二人の子供の母親になった時 も、一

度として人間に立ち戻ることはなかった。それ

どころか、色香も物欲 も失せて人生の無常を肌

で感じる年配になって、立派に成長した二人の

息子に会 った時でさえ、彼女はほんの僅かの動
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揺 しか感じない女なのである。間もな く己れの

命を絶 とうとす る時にさえ、彼女をゆすろうと

するエセル(Ethel)を 連れ戻して殺そうと企

丁・そのことに脚 い煙 ・一(J°e)の 過去を

警 察 に 密告 す る の で あ る 。 彼女 は人 間 的 な感 情

を 持つ こ とを禁 じ られ た ま ま遂 に 自殺 し て し ま

ラ 。従 って この 自殺 は 、良 心 の 呵責 に 耐}か ね

た 結 果 で も な く、悔 悛 の 後 の行 為 で もな く、不 安

と臆 病 とに疲 れ 、 息 を し て い くのが 面 倒 に な っ

な た め の低 次 の行 為 で し か な い(ス タ イ ンベ ッ

クが 、 この作 品 の主 題 をTimshell(Thoumay-

est)と い う意 志 の 自 由に お ぎな が ら、 主 要 な 人

物 で あ る この女 性 に 人 間 回帰 の可 能 性 を ま った

く認 め ず 、終 始 怪物 とし て描 き通 した ことは 、

こ の作 品の 大 ぎ な欠 陥 と な り、 同時 に この 作 品

の 価 値 を低 め る も のに な った と考}ら れ る。 こ

の ことに つ い て は更 に 後 で 触 れ る。)

さて 、精 神 的 怪物 キ ャシ ー と結 婚 し、幸 福 の絶

項 に あ った ア ダ ム は 、父 の遺 した 金 を 携 え てハ

ミル トン家 の 住 む ナ リナス 渓 谷 に や っ て来 て 、

平 地 の 肥 沃 な 土 地 を手 に 入 れ る。 そ の 時 キ ャシ

ー は 既 に 妊 娠 し て いた が 、 ア ダ ムは 妻 と 、や が

て生 れ る子 供 のた め に 、エ デ ンの 園 の建 設 を 夢

み て全 力 を尽 し始 め るの だ 。(と は い って も 、

キ ャi/一一は ア ダ ム と式 を挙 げた 後 、 チ ャー ル ズ

と床 を 共 に し て い るの で 、生 れ で る子 供 が ア ダ

ム の子 供 で あ る とい う保証 は ど こに もな い 。)先

ず 、 井戸 を 堀 ら なけ れ ば な らな い とい うの で 、

ア ダ ム は そ の 地 で善 良 な 人 柄 の た め に 多 くの 人

た ち に 慕わ れ て い るナ ミエ ル を 訪 ね る。 この よ

う に して 、今 迄 別 々に 描 か れ て 来 た 二 つ の 家 系

の 人物 は第 二 部 、第 十 三 章 に至 っ て漸 く知 り合

い に な るの で あ る。 そ の 後 この 二 家 は 急 速 に 親

し さを 増 して い く。 ナ ミエ ル は 、 キ ャシ ー 出産

の 際に は産 婆 役 をつ とめ て双 子 を この世 に 送 り

出 した だけ で な く、一 年 後 に な って も まだ 名 前

をつけられていない翠子のために、蓍意 と祈 り

を こめ て聖 書 の 中か ら名 前 を 選 び 、一 年 間 も子

供 を放 っ てお いた ア ダ ムを 叱 るの で あ る。 ア ダ

ムは キ ャi/一一出奔 後 、虚 脱状 態 に お ち い り、子

供 の 面 倒 も見 ず 、 完 全 に 自己 の 内部 に退 行 し て

い った の だ った 。

こ う した 父 親 に 「見 失 われ た」 双 子 が とに か

く生 長 を続 け て い け た の は 、善 意 の 召使 い 、 り

一 の 力 で あ った 。東 洋 の知 恵 を代 表 す るか に 見

え る この リー は 、 あ らゆ る点 で 、 サ ミヱ ル の 延

長線 上 に お か れ るべ き善 意 の人 で、 サ ミエ ル の

死 後 は 、一 人 で 、 ア ダ ムの 人 間 蘇生 に 力 をか し、

双子 キ ャ レブ と ア ロ ンの 健 か な 成長 を 助 け るの

で あ る。(し か し、 彼 が あ ま りに も穏 和 で 、理

想 的 な 人物 と して描 かれ て い るた め に 、逆 に 彼

の実 存 性 を 疑 い た くな る程 影 の うす い 、観 念 的

な人 物 に な って い る。 そ のた め折 角 の 彼 の思 想

が薄 っぺ らで 、説 得 力 の な い も のに な って し ま

った 。 『怒 りの葡 萄 』 の ケ イシ ーが 観 念 的 で あ

った こ とは既 に他 の 機会 で触 れ た が 、り一 は 、彼

自身 の 中 に ま った く 自己矛 盾 を持 た な い点 で 、

ケ イシ ー以 上 に観 念 的 な人 物 に な っ て い る)。

さ て 、物 語 の後 半 に 至 っ て 、 ア ダ ム は徐 々 に

人 間 性 を 回復 して い く。 完 全 に 回復 す る の は 彼

が ナ ミエ ル の葬 式 に 参 列 した 後 、今 は 淫 売 宿 の

女 主 人 に な って い るキ ャシ ー(ケ イ トと名 前 を

変 え て い る)に 会 い 、彼女 が 彼 の想 像 し て い た よ

うな 立 派 な徳 を持 った女 性 で な い こ とを 悟 った

瞬 間 に お い て で あ ったが 、 回復 へ 至 る長 い道 は 、

い うま で もな くサ ミエ ルに よっ て準 備 され た 。

ナ ミエ ル は 双 子 の産 婆役 ばか りで な く、 ア ダ ム

の 回生 の た め の産 婆役 ま で果 した の で あ る。

今 や す っか り成 長 した キ ャ レブ とア ロ ンは 、 ち

ょ う どア ダ ム とチ ャー ル ズ の場 合 と同 じ よ うに 、

互 い に い つ く しみ な が らも憎 み 、 また 憎 しみ を

秘 め な が ら も慕 い 合 う。 キ ャ レブが 、善 よ り多
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スタインベ ックの文学(五)一 『エ デyの 東』 にっいて一

く悪 を持 った チ ャール ズに 近 い とす れ ば 、 ア ロ

ソは よ り多 くの 善 と弱 さを 持 った ア ダ ム に 近

い 。母 親 の 正 体 を ア ロ ン よ り先 に知 った キ ャ レ

ブが 、そ れ を ア ロ ンに 秘 密 に して お こう とす る

の は 、 ア ロ ン に対 す る思 いや りで あ るが 、そ の

ア ロ ソ を淫 売 宿 に い る母 親 の元 に 連 れ てい った

の は 、 「カ イ ソ とア ベ ル の物 語 」 に 見 られ る よ

うに 、愛 を 拒 絶 され た 者 の嫉 妬 と憎 しみ か らで

あ り、 これ は 彼 の邪 悪 な一 面 で あ る。

結 局 は この キ ャ レブ の邪 悪 さが 、 ア ロン を軍

隊 の 中1こ逃 避 させ 戦 死 させ る。 同時 に 間 接 的

に 父 親 を も殺 す 結 果 に な った 。 ア ロ ソの 戦 死 の

報 に シ ョ ック を受 け た ア ダ ムは 、や が て死 の 床

に 横 た わ るか ら で あ る。 少 くと も キ ャ レブの 意

識 の 中に は 、 自分 が 邪 悪 さに よ っ て二 人 を殺 し

た とい う罪 を 重 く感 じ る。

大 罪 を重 く意 識す る キ ャ レブは 、 り一 に促 さ

れ て 、 か って は ア ロンの 恋 人 で あ った が 今 は キ

ャ レブに 好 意 を よせ る ア ブ ラ(Abra)を 呼 びに

行 く。 母 親 に 追 い払 わ れ るが 、彼 女 は裏 口か ら

抜 け 出 し て来 て彼 に追 いつ き 、二 人 が 共 に罪 の

子 で あ る こと を深 く認 識す る。 ア ブ ラ の父 親 は

公 金 を使 い こん だ盗 人 で あ り、 キ マ レブ は淫 売

婦 の子 で あ る の を互 いに 認 め あい 、二 人 とも 悪

の 血 を持 っ て い る こ とを 意 識す る の だ 。

そ し て この 二 人 は ア ダ ム の枕 元 へ 近 づ く。 り

一 は死 に ゆ く父 親 に キ ャ レブを許 し、祝 福 を与

}る よ うに 言 う
。父 親 は 吐 息が もれ る よ うに か

す か に唇 を う こか してTimshell(=Thoumay°-

est)と 言 うの で あ る。

皿

ところでこのように多数の主要人物が絡み合

うこの作品の世界で一体何が起ったというの

か。そしてスタインペックが見極めようとした

の は何 で あ った か 。

ア ダ ム 、 イ ヴの最 初 か ら悪 に 彩 られ た 存 在 で

あ る人 間 とは 、一 体 ど んな 存 在 で あ るの か 、そ し

て そ の 存在 に果 して救 済 の可 能 性 は あ る のか 、

とい う問題 が この作 品 の主 題 で あ るの は 、異 論

の な い と ころ で あ ろ う。

とは い って も 、 ス タ イ ンベ ッ クは 人 間 の性 悪

説 を一 方 的 に信 じ込 ん で い る の では な1。 ナ ミ

エ ルや ア ダ ム 、そ れ に り一 、 ア ロ ンな ど の人 物

が 、 あれ だけ の善 を持 って い る の を見 れ ば 、 そ

れ は 容 易 に肯 け る で あ ろ う。 彼 等 の 持 って い る

善 は 、彼 等 の努 力 に よ って後 天 的 に 獲 得 され た

もの とい う よ り、む しろ彼 等 が 生 れ なが らに し

て持 って いた も の で あ るか ら だ。 だ か ら こそ ア

ダム は キ ャシ ー を心 の底 か ら愛 し、信 じ る こ と

が で きた の だ し、 ア ロ ンは悪 の権 化 の よ うな母

親 を 実在 と して 信 じ られ な か った ので あ る。

つ ま りス タ イ ンベ ッ クは 、善 と悪 の両 方 が 人

間 の 中 に 存在 す る こ とを 信 じて い るの で あ る。

また 同時 に 、 悪 が原 初 的 な もの で 、従 って そ れ

だ け 執拗 で 強 く、 反 面 善 が そ の 悪 に よ っ て容 易

に 破 壊 され 易 い 、 もろ く、 弱 い もの で あ る こ と

も彼 は 認 識 して い る。 この 作 品 は 、人 間 が ど の

よ うに 悪 の 誘 惑 に 負 け 、 また どの よ うに そ の悪

か ら 立 ち上 が るの か とい う 、人 間 の 心 の 中に 於

け る善 と悪 との 葛 藤 の相 を テ ー マに し て1る 。

善 と悪 とが 心 の 中で 占め る割 合 は 、人 に よ っ

て違 う。 同一 人 物 に あ っ て も 、時 と場 合 に よ り

そ の割 合 に 変 化 は起 り得 るが … …。 そ し て そ の

割 合 は 、資 質 的 な も の に も よる が 、 ま た後 天 的

な努 力 に も よ って い る 。(人 間 の救 済 の 可能 性

は 、善 を 指 向 す る努 力 の 大 小 に 多 い に 関 係 す る。)

資 質 的 な も の に し ろ 、後 天 的 な も の に しろ 、

善 を 多 く秘 め てい る順 に主 要 人 物 を並 べ る と、

ナ ミエ ル 、 リー を 頂 点 と して 、 ア ダ ム 、 ア ロ ン

を 通 り、 チ ャール ズ 、 キ ャ レブ と続 き 、最 後 に
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ス タイ ンベ ックの 文 学(皿)一 『エ デ ソ め東 』 に つ い て一

ケイトとなるであろう。ナ ミエル、リーに何ら

かの悪の相を見い出す ことは不可能 とい っても

よく、一方ケイ トに至ってはほんの僅かの善も

見い出せないのである。

サ ミエルとり一はほとんど聖人の域に近い。

渓谷の頂上近 くに住むナ ミエルー家は、子沢山

の上、水不足のために豊かな農耕を営む ことが

できず、常に生活は苦 しい。それでいて彼は、

悪への誘惑を心に感ず ることは一度もなく、想

像力に富んでいて、新 しい発明をしては特許を

とるのである。そして渇き切ったやせた土地か

ら谷に降りて行き、アダムを蘇生させようとす

るサ ミエルの姿は、モーゼが山を降りる姿を想

わせる。彼が高地に住んでいることは、彼が精

神的に高い位置を占めていることの象徴となっ

ていると思、う。アダムをはじめ多くの人物が、

ナ ミエルの死んだ後までも彼を懐しみ、彼から

多 くを学んだことをロにするのである。り一に

ついてもほとんど同様の ことが言えるが、余り

に観念的であるために、充分な説得力を持ち得

ないのは既に述べた通 りである。彼はまさに霞

を糧とする仙人を想わせる。

これら二人の人物に救済の必要はない。必要

のない地点に彼等は達しているのだ。(彼 等二

人とキャシーが、矛盾を当然持っているはずの

人間の存在を抜け出て、むしろ象徴としての存

在として描かれていること、その ことがこの作

品の説得力を 弱める結果になっている)。 従っ

て救済の必要は、アダム以下の人物にあるので

ある。

チャールズとの関係に於てアペル的存在であ

ったアダムは、キャシー出奔後長い間 精 神 的

に死んだ状態にあったが、キャi/一一の本体を見

抜いた瞬間、つまり悪の存在を真正面から受け

止める決意をした瞬間に、死の状態から解放さ

れる。そして弱かった自分の非を認め、周囲の

者に対する自己の責任を感じるに至る。その時

初あて二人の子供との間に愛が目覚め、生に積

極的に参加する人間に変る。

だが彼は所詮入生の問題に於ても常にアベル

でしかなかった。生 きることが必然的に惹起す

責任を耐えてい くには、彼はあまりに善人であ

りす ぎ、弱すぎたのだ。僅かに 「生」きてはま

た 「死」んだ状態の中に逃避せざるを得ない。

リーがキャレブに向って、

「あなたのお父さんは、ご自分の奥さんに欠け

ているものをご自分の中に、拡大した形で持

っていられると思います。あの方の持ってい

られる思いや りや良心は、あまり大 きす ぎて、

むしろ欠点に近いと思 うのです。あれがある

ためにお父さんは、ご自分の落度が気になっ

て、手も足も出なくなるのですよ」(注4)

と言 うが、この言葉はアダムの弱さを的確に言

いあてている。

このような人物には、自分が生ぎ抜 くことそ

のものが既に大変なことである。どんなに善や

良心があろうとも、その人間があまりにも弱す

ぎるので、その善や良心を他の人聞に拡げてい

くことは思いもよらないのである。アダムと同

様善良で弱いアロンが、悪の発見に戸惑い遂に

亡びてしまうのは、宿命的であったが、それだ

けに悲劇的でもあった。このアベルは、何の精

神的な救いも見い出さぬまま若い命を散らすの

である。

アダムとアロンに精神的あるいは現実的被害

を加}た という点でカイン的存在であるチャー

ルズとキャレブについてはどうであろうか。

読者はチャー>vズ がどのような気持を抱いて

死んでいったのか、について何も知らされない。

小説の場面がアダムの移住と共に、サ リナス溪
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ス タ イ ソペ ックの 文 学(皿)一 『エ デ ソ の凍 』 に つ い て一

谷に固定され るに従って、チ・ヤールズは作品の

枠外に取 り残 されてしまう。読者が最後に彼を

見るのは、彼が相変らずコネチカットの生家で

黙 々と農耕に精を出し、時折 り肉欲を感じると

近 くの淫売屋に出かけていた姿だった。そして

読者はやがて彼がアダムとキャシーの二人に遺

産 を残して死んだことを知らされる。彼は異母

兄の嫁 と通じることにより兄 を 裏 切った 罪の

意識を少しも感じなかったのだろうか。それと

も彼が二人に遺産を残 したということに贖罪の

意味が込められているのであろうか。彼につい

ては知らされないことが多すぎる(こ ういうと

ころにスタインベ ックが余り多くの主要人物を

登 場させすぎた欠陥が見られるのではないだろ

うか 。チャールズを傍役の人物 と考えるには、

作品の前半で余 りにも克明に描かれすぎてい

る)。

主要人物の中でもっとも人間的であるとスタ

イソペックが考えているのは、恐らくキャレブ

であろう。彼は間接的に父と、弟を殺した点で、

まぎれもなくカインに違いない。彼は罪の意識

:を重 く感じながら、アダムのようにかたくなに

自己の中に退行することもないし、アロンのよ

うに 絶望的 になって破滅 してしまうのでもな

い。たしかに彼が救われるためには、彼の強さ

の外に、リーの精神的指導と、父からの許 しの

証が必要であった。また人間が存在する限り、

悪や罪も同時に存在するという、悪の普遍性を

認識するために、アブラの存在も必要であった。

だがとにかく、彼は悪に強 く彩られた現実の重

みに耐えてい こうとするのである。それに耐え

てい くことこそ贖罪の道であると認識するので

ある。

ところで或る者は精神的にあるいは現実的に

亡 び、或る者は生き残 るのはどうしてなのか。

また、そのこととこの作品に繰返し述べられる

Timshell(=Thoumayest)の 思 想 とは ど う

結 びつ くの で あ ろ うか 。

亡 び て行 く者 に 共 通 の 資 質 は 、一 言 で い う と

「弱 さ」 で あろ う。 彼 等 は 人 間 の 善 良 さだ け を

見 よ う とし 、敢 て悪 を 凝 視 す る勇 気 が な か った

点 で 、 「弱 い 」 の だ 。 人 間 が 悲 し くも根 元 的 に

悪 と離 れ が た く結 び つ1た とい う よ り悪 を

そ の一 部 に持 った 存 在 で あ る ことを 、認 め よ う

と しな い理 想 主 義 的 な潔 癖 家 な の で あ る。

人 間 の 悪 を非 と認 め る良 心 は 尊 い し 、必 要 で

あ る。 この良 心 が 人 が 救 わ れ るた め の 第 一 の 条

件 で あ る。 だが そ れ だけ では な1。 そ れ だ け で

あ るな ら、 ア ダ ムや ア ロ ンで しか ない 。 キ ャ レ

ブの認 識 に 至 る に は 、 そ の 外 に悪 を認 めた 上 で

な お生 き続 け る勇気 、努 力 が必 要 な の で あ る。

勇気 を 持 つ か 持 た な い か は 、恐 ら く生 れ な が

ら の資 質 に 関 係 してU,る 以 上 に 、各 個 人 の意 志

の 力 に 関 係 して い るで あ ろ う。つ ま り、す べ て

は 各 人 の 意 志 の 自由 に任 せ られ て い るの で あ

る。 こ こに ス タ イ ンベ ックがTimshellと い う

ヘ ブ ラ イ語 を 「意 志 の 自由」 を示 す語 と して解

釈 し 、 この 作 品 の テ ー マに す る大 きな理 由 が 存

在 す る。

この ヘ ブ ラ イ語 の 解 釈 が 創生 紀 四 章 の 七 、

IfthoudoestWell,shaltthou.notbeac-

cepted?andifthoudoesnotwell,sinlieth

atthedoor.Andunto-theeshallbehisde-

sire,andthoushaltruleoverhim.

(下 線 筆 者)

のthoushaltに 関 す る解 釈 で あ る の は い う ま

で もな い 。 ス タ イ ンベ ックは 、原 典 がTimshell

で あ るか らthoumayestと 解 す べ きだ と考 え 、

そ こに 人類 の 救 済 の 道 を 見 つ け よ う とす るの で

あ る。
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ス タイ ソペ ックの文学(皿)一 『エデ ソの東』にっい て一

《

母親の中に悪を認め同時にその悪が自分の体

内にもあることを知 って愕然 としたキャレブ

が、 「彼女の出ていった理由が僕には判 るから

彼女が憎いんだ。僕には判るんだ 僕の中に

も彼女がいるんだから。」と叫ぶが、/一 はそれ

に対して次のように言って彼を制止 し、慰める。

「勿論あなたの中にもそういうところはある

でしょう。誰にだってあります よ。しかし、

あなたには、それと反対のものもあるんだ。

(中略)不 精な道をとってはいけない。すべて

を血統のせいにして言いのがれるのは易4た

ることです。(中略)ど んなことをやろうと、

あなたのやることはあなたのせいなんですよ

一 あなたの お母さんのせいではありません

よ。」(注5)(下線筆者)

これは明らかに、悪 と同時に善が人間の中に存

在することを認め、善を自己の意志で選 び、そ

の責任を自分一人のものとして耐えてい くべき

だ、ということなのだ。

N

以上考察を進めてきた 『エデンの東』の主題

とスタインベ ックの文学との本質的なつながり

について、簡略に述べなければならない。

『エデンの東』が、一個人 としての人間を善

と悪を合せ持 った存在として規定し、その救済

の可能性の追求を主題 としているのは、既に述

べた通 りである。この個への探求は、彼の最初

の作品から常に見られたもので、スタインベ ッ

クの文学の本質をなしていると言えよう。

しか し、入間性が危機に直面した二十世紀に

於て、徒 らに個の中へのみ沈潜する文学は、古

く、また弱い文学 といわなければならない。い

ったん個に深 く沈潜することは重要なことであ

ろうが、それはどこまでもやがて``1"の 世界か

ら"We"の 世界へ浮上することを前提 としてい

なければならない。スタインベックの文学は、

個の探求には成功したといえるだろうがもっと

重要である「個から連帯」へのつなぎ目の処で失

敗した。スタインベックの世界は、 厂個」の世

界に限 られている、といわざるを得ない。連帯

感を意識 して書かれたと一見思われる 『怒 りの

葡萄』を頂点 とする中期の作品は、このような

観点から見ると、スタインベックの性癖にあわ

ない作品であった、といえる。それらの作品が

書かれたのには、やはり時代的影響が強かった

だろう。 『エデンの東』は、スタインベ ックの

長所 と短所がもっとも明確に示 された作品であ

ると思 う。

ところでこの作品の短所 とは、断片的には実

に見事な物語や情景でありなが ら、それ らが統

一的な主題を盛 り上げることに必ずしも役立た

ないこと、そして個に対する追求の姿勢 と過去

を懐 しむ回顧の姿勢が奇妙に同居し、そのため

にこの作品全体の印象が曖昧なものになってい

る点、、ということができると思 う。

最初の欠点については、断片的に美 しい描写

をあげればきりがない程であろう。殊に過去を

回想する場面描写の瑞々しさは、一流のス トー1

一テラーの腕前を想わせる。しかしこのような

駒切れの場面や描写を一つの主題のもとに統一・

させることができなければ、長篇作家 としては

失敗であろう。あれほど多数の人物が登場 しな

がら、それらの人物は途中常に何かを読者に期

待させながら、或る者は小説の枠か らは み 出

し、また或る者は極 く簡単に死んでしまうので

ある。そして読者は、空しい、一種のフラス ト

レーシ ョンを感じさせられ、主題の瞹昧さを嘆

くことにな り兼ねない。
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ス タ イ ソベ ックの 文 学(皿)一 『エ デ ソ の東 』 に つ い て一

だ が 、 この よ うな 欠 点 は この 作 品 だ け に 限 ら

な い 。 『怒 りの 葡 萄 』 な どに も同様 に 見 られ る

もの で あ る。 そ れ に 対 して 『真 珠』 や 『二 十 日

鼠 と人 間 』 な どの 短 篇 に み る 、見 事 な 統 率 力 を

考}る と、本 質 的 に 短 篇 作 家 と して の ス タ イ ン

ベ ックの 姿 が 浮 んで くる。 しか し この ことは そ

う軽 薄 に 決 め る問 題 で は な い で あろ う。 そ れ は

ス タ イ ン ベ ッ クの本 質 と深 く結 び つ い た 問 題 で

あ るか らだ 。

次 の 欠 点 に つ い ては も とも と二 人 の 息 子 の た

め に 自分 の祖 先 の こ とを書 こ う と思 って(注6)

書 き始 め られ た この 作 品 は 、過 去 を なつ か しむ

姿 勢 が 人 間 追 求 とい う積 極 的 な 姿 勢 を 最 後 まで

押 しつ ぶ し、主 題 を 瞹 昧 な もの に して しま った、

とい う こ とで あ る。 トラス ク家 に み る人 間 性 追

求 の主 題 とハ ミル トン家 に み る過 去 を なつ か し

む 主題 とは 、 遂 に 統 一 され な か った の で あ る 。

ス タ イ ンベ ックの 世界 が 「個」 に 限 られ た世

界 で あ る とす る と、次 の考 察 は 、 「個 」 へ の 接

近 が どれ ほ ど深 くな され た か 、 とい う点 に む け

られ るべ ぎだ ろ う。 そ の た め には 一 九 六 二 年 発

表 の 『チ ャー リー との旅 』 が 恰 好 の 対 象 に な る

で あ ろ う。

〔注 〕

1.「 立 正 学 園 女 子 短 期 大 学 紀 要11号 」 拙 稿 参 照

2.JohnSteinbeck,EastofEden,(aBantam

Book)P.366.訳 文 は 野 崎 孝 、 大 橋 健 三 郎 訳 、

『エ デ ソ の 東 』(早 川 書 房)P・177に よ る 。 以 下

訳 文 は 同 様 。

3..・,P.63同 訳 書,P・83

4.Ibid.,P.395同 訳 書,P・21?

5.Ibid,P.396同 訳 書,P・218

6.PeterLisca"TheWideWorldofJohn

Steinbeck"(RutgersUniv.press,1958)に よ れ

ばLauraZ.HobsonのTradewinds(Saturday

ReviewAug.30,1952)にSteinbeck's

originalplanforEastofEdenwastoset

downinstoryformforhistwosmallsonsthe

fullrecordoftheirancestorsfromthe

timetheymovedwestward.toSalinasValley

justaftertheCivilWar.と あ る と い う(P・2621。
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